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【都市の経済学 授業フォローレジュメ】 

2009 年 11 月 12 日 4 限 
原野啓 

１．どちらの地主も 4000 円/㎡で貸出を考える。 
２．しかし、2 万円の場所に住む方が高い効用を得られる！ 
 
◎ では、家計（土地の需要者）は全ての人が 2万円の場所に住むことが出来るだろうか？ 

◎ 家計（土地の需要者）の効用はどの様な水準になるのか？ 

 
【2 万円の場所では･･･】 
効用が高いので需要が高まる⇒需要曲線の（      ）により価格上昇 
             ⇒予算制約線が（      ） 
             ⇒無差別曲線が（      ） 
             ⇒当初に比べると効用は（増加･減少） 
             ⇒需要の増大が緩和し、価格上昇が収まりはじめる 
 
 
 
【5 万円の場所では･･･】 
効用が低いので需要が減少する⇒需要曲線の（      ）により価格下落 
             ⇒予算制約線が（      ） 
             ⇒無差別曲線が（      ） 
             ⇒当初に比べると効用は（増加･減少） 
             ⇒需要の減少が緩和し、価格下落が収まりはじめる 
 
 
 
【上記の両方が同時に起きると･･･】 
2 万円の場所：無差別曲線が徐々に（      ） 
5 万円の場所：無差別曲線が徐々に（      ） 
 
⇒ それぞれの場所での無差別曲線が（ 同じ ）になるまで、人口移動はおきる 
⇒ 双方の無差別曲線が（ 同じ ）になる、すなわち（効用水準が同じ）になると、移

動は収まる 
 
◎ それぞれの場所での効用水準は同じになる。この現象が全ての場所で生じる

ことになる。 



 2 

◎ 異なる立地点での付け根地代と敷地面積 

 

何処の場所でも効用水準は同じ 
⇒距離によって交通費が異なるので、（ 予算制約線 ）は異なる 
⇒10km、25 ㎞、50 ㎞での予算制約線を書くと･･･ 

 
     【交通費】      【予算制約線】      【縦軸との交点】 

10km：10×2000 円＝20,000 円 ⇒ 200,000＝ｚ＋R（10）・q  ⇒ （20 万、0） 

 
25km： 
 
50km： 
 
 
⇒それぞれの予算制約線の縦軸の切片が決まると･･･ 
⇒無差別曲線との接線を書き、接点と傾きを読むと･･･ 
 


